
Building a Database for 
Quantitative Cultural Analyses

概要： 
計算機技術の進展によるいわゆる「ビッグデー
タ」解析や、デジタルアーカイブの政策的な動
向などにより、「文化」を研究する分野におい
ても、データベース構築と、定量的な解析が注
目を集めています。しかし、両者が独立におこ
なわれることもあり、データベースの「構築」
側と「活用」側のあいだにギャップがあること
も少なくない。とくに、日本の公的団体には予
算をはじめとするリソースの制約などのため、
そうした事態がおこりがちである。本ワーク
ショップでは、データベースの構築と活用の両
方にたずさわっている研究者をお招きし、「構
築」と「活用」のバランスを模索したい。

主催｜東北大学東北アジア研究センター 
後援｜東北大学附属図書館 
問い合わせ先｜田村光平 
kohei.tamura@tohoku.ac.jp

International Workshop: 

Invited Speakers: 
• Thomas E. Currie / University of Exeter 
トーマス・E・カリー / エクセター大学 

• Yo Nakawake / Yasuda Women’s University 
中分遥 / 安田女子大学

2023.07.24 (Mon) 13:00-16:00 
会場：東北大学川内北キャンパス 

川北合同研究棟101 
オンライン中継あり・日英通訳あり

オンライン参加を希望される方は、下のウェ
ブサイトからご登録ください 

http://tamyu.jp/events/database2023.html


